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排ガス粒子の解析評価

エンジンや自動車用触媒の開発等における排ガス粒子の解析・評価をお手伝いいたします。

ガス粒子とは、燃焼により生じた固体炭素、燃料や潤滑油未燃物などの粒子集合体のことです。燃焼条件により排ガス粒子

の性状が変化することから、詳細に調査することで燃焼状態の把握や制御が可能となります。の性状が変化することから、詳細に調査することで燃焼状態の把握や制御が可能となります。

お客様の調査目的に合わせた排ガス粒子の分析方法をご提案いたします。

試験項目 分析方法

油分量の把握 n-ヘキサン抽出物の重量測定

未燃成分の調査（有機成分） ガスクロマトグラフ-質量分析計（GC-MS）による定性・定量分析

未燃成分の調査（無機成分） 誘導結合プラズマ-質量分析装置（ICP-MS）による定性・定量分析

未燃成分の熱分析 熱重量測定（TG）、示差熱分析（DTA）による未燃物量の把握、燃焼状態確認

炭素の状態解析 ラマン分光法による結晶構造、結合状態評価

添加剤の状態解析 NMRによる潤滑油添加剤の形態調査

GC-MSによる有機成分の定性・定量分析

定性・定量分析
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捕集管をセットし加熱採取

捕集管

ポンプサンプリング
バッグ

抽出液を採取

※回収したススからの抽出も可定性・定量分析（GC/MS）

バッグから
シリンジで

ラマン分光法による粒子の構造分析

シリンジで
ガスを採取し

直接分析

排ガス粒子の顕微鏡観察など、本リーフレットに記載のない
調査に関しても、お気軽にお問い合わせください。

1580 cm-1付近に検出されるGバンド、

1340 -1付近に検出されるDバンドの

黒鉛 カーボンブラック
Gバンド

Dバンド
1341 cm-1

1340 cm-1付近に検出されるDバンドの

面積値、半値幅等から炭素構造を解析

いたします。

アモルファス状態では幅広のGバンド、

Dバンドが生じます。
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